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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】訓練を受けていない人でも簡単にバイタルサイ
ンをとることができ、また、救急隊員が到着し、応急処
置が必要な際でも、簡単に取り外しすることができ、治
療の妨げにならないバンド固定型形状の携帯・簡易型バ
イタル測定器を提供する。
【解決手段】血圧測定、呼吸数測定、心拍数測定、体温
測定、ＳｐＯ２測定、血糖値測定、すなわち、救急医療
におけるバイタルサイン測定において、各項目を測定す
る測定部を接続するとともに、スマートフォンや電子カ
ルテにデータを転送し、記録させるための転送部を備え
る。様々な機器により別々に測定されていたバイタルサ
イン測定値を一つの機器で計測し、それをスマートフォ
ンや電子カルテ等と連動させることにより、改めて入力
する労力と時間を省くことができる。別々の機器として
存在していたものをひとつのものとしてまとめ、バイタ
ルサイン測定にかかる労力と時間を省くことができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
バイタルサイン測定（血圧、呼吸数、心拍数、体温、ＳｐＯ２等）において、各項目ごと
に分離していた測定機器をひとつにまとめ、スマートフォンや電子カルテ等に反映させる
ことも考慮に入れた携帯・簡易型バイタルサイン測定機器
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、救急医療初期診断の為にバイタルサインをいち早く測定・計測するためのモバ
イル機器である。医療知識・技能（侵襲行為を除く）を、誰もが持ち歩けるよう、ＩＣＴ
を使って患者が発生したところが疑似診療所になるという“ポータブル・ドクター”の概
念が提唱されてきている。本考案は、そのために必要な機器である。今まで医療従事者が
行っていたバイタルサイン測定を患者により近い人間が代行することにより、より効率の
良い救急医療体制の実現を試みたものである。従来は医師が必要に応じてバイタルサイン
測定を行っていたため、各項目（血圧、呼吸数、心拍数、体温、ＳｐＯ２等）ごとの測定
器は分離していた。扱いが難しくても医師は訓練されているので問題はなかった。しかし
ながら、スマートフォンが普及し、多くの人が持ち歩くようになった時代背景の中で、医
療機器も小型化、簡易化する必要がある。“ポータブル・ドクター”は新しい概念であり
、そのために必要な誰もが簡単に使えて、持ち運べるように設計されているバイタル測定
器は存在しない。既存のものは、スマートフォンと連動させるという設定は考えておらず
、持ち運んで使えるよう配慮されていない。本考案は、どこへでも携帯可能・もしくはＡ
ＥＤ設備等の狭いスペースでも設置可能な程の小型サイズを特徴としているバイタルサイ
ン測定機器である。
【背景技術】
【０００２】
従来は医師が必要に応じてバイタルサイン測定を行っていたため、各項目（血圧、呼吸数
、心拍数、体温、ＳｐＯ２等）ごとのバイタルサイン測定器は分離していて、また扱いが
難しくても医師は訓練されているので問題はなかった。（特許文献１～４参照）そもそも
、医師の診察技術の一つである、“視診”をスマートフォンによって代用するという発想
そのものがなかったため、類似品は存在しない。バイタルサイン値を測定し、そのデータ
をスマートフォンにデータ送信する。その後電子カルテと連動させて治療過程に反映させ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２１５３９７
【特許文献２】特開２０１０－２３３９０８
【特許文献３】特開２０１１－２６４９６３
【特許文献４】特開２０１２－０８４８７５
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
既存のものは、次のような欠点があった。
（イ）血圧計など特殊なものを除いて、一般の人々にはその数値の重要性が浸透していな
いため、バイタルサイン測定機器の使い方ももちろん、浸透していない。
（ロ）また、在宅医療・救急医療等で医療従事者が測定の必要性に迫られても、基本的に
は一つのバイタル値を計測するのに、一つの機器が必要で、バイタル測定機器を持ち運び
、簡易的に測定することはできなかった。
（ハ）救急患者に医師等の医療従事者が駆けつけた際に治療に集中するためにバイタル値
測定は優先度が低かった。
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本考案は、以上のような欠点をなくすためになされたものである。
本実用新案は、何時いかなるときでも、医学的訓練を受けていない人でも簡単にバイタル
値を医療従事者に伝えることができる工夫である。
今まで、分離独立していた測定器を融合させることにより、訓練を受けていないものでも
簡単にバイタルサインをとることができる。また、救急隊員が到着し、応急処置が必要な
際でも、簡単に取り外しすることができ、治療の妨げにならない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本考案により、様々な機器により別々に測定されていたバイタルサイン測定値を一つの機
器で計測し、それをスマートフォンにＷｉ－Ｆｉ等ででーた送信することにより、そこか
ら更に電子カルテ等に反映させることができる。今まで、別々の機器として存在していた
ものをひとつのものとしてまとめた、オールインワン・バイタルサイン測定機器である。
【考案の効果】
【０００６】
（イ）救急（１１９）コールから救急車到着までの間に、非医療従事者が患者を救うため
にできることは、限られていたが、本考案により、患者家族等被医療従事者が患者救命に
飛躍的に貢献できるようになる。
（ロ）バイタル測定を早くおこなうことにより、救急隊が行うプレホスピタルケアに集中
できる。
（ハ）スマートフォンに搭載したアプリケーションを併せて使うことにより、医師が初期
治療において視診を行うことができ、適切な指示を出す際の助けとなる。
具体的には“脳卒中”を挙げることができる。脳卒中は発症からの時間経過が予後に大き
く影響するが、その初期症状は、“顔が歪む”、“腕が上がらなくなる”、“話せなくな
る”など、特別な訓練を経ずして鑑別ができる。本考案はその他、疾患の鑑別においても
、アプリケーションと併用することにより、発症から病院搬送までの時間の短縮化によっ
て患者の救命率、予後向上に貢献できると考える。
【考案を実施するための形態】
【０００７】
本考案は、普及が拡がってきたＡＥＤの設置場所に併設して設置することも計画しており
、シンプルかつ小型のもの、また扱いが簡単な設計にする。▲１▼血圧・心拍数　手首ま
たは前腕に装着し、内側に装備されている圧力センサーや圧電センサー、光電脈波法を用
いて、血圧、心拍数を測定する。▲２▼心電図・呼吸数　心電図電極に高周波の電流を流
し、電極間のインピーダンス変化を検出して、呼吸の状態や数、心電図を測定する。▲３
▼体温　体温測定プローブ（体表面用）または非接触型を用いる。▲４▼血中酸素飽和度
（ＳｐＯ２）バイタルキット本体部から伸びたコードの延長線上に設置し、計測する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案の概略図である。
【図２】本体部の図である。
【図３】ＳｐＯ２測定部の図である。
【符号の説明】
【０００９】
１心電図電極
２温度プローブ
３本体部
４ＳｐＯ２測定部
５圧力・圧電シート
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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月16日(2014.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
血圧測定、呼吸数測定、心拍数測定、体温測定、ＳｐＯ２測定、血糖値測定、すなわち、
救急医療におけるバイタルサイン測定において、各項目ごとに分離していた測定機器をひ
とつにまとめ、スマートフォンや電子カルテにデータを転送し、記録させることを目的と
したバンド固定型（腕時計型）もしくは平板状（タブレット・スマートフォン型）の形状
を有する携帯・簡易型バイタル測定器。
【手続補正書】
【提出日】平成26年6月29日(2014.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
血圧測定、呼吸数測定、心拍数測定、体温測定、ＳｐＯ２測定、血糖値測定、すなわち、
救急医療におけるバイタルサイン測定において、各項目を測定する測定部を接続するとと
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もに、スマートフォンや電子カルテにデータを転送し、記録させるための転送部を備える
ことを特徴とするバンド固定型形状の携帯・簡易型バイタル測定器。
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（经修改） 本发明还可以在谁没有受过训练的，也是一个人一个简单的
生命体征，医护人员赶到时，需要紧急处理，即使，可以很容易地被去
除，不配合治疗干扰频段我们提供固定形状的便携式和简易型重要测量
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重新输入。可以将作为单独设备存在的内容概括为一体，并节省测量生
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